
 

改善方策

     10月     2 月
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市標準学力調査（NRT）[知識・情報，思考力]
偏差値平均前年度以上
(同一集団による比較）

30% 30% 30% D

昨年度より伸びていたのは算数3年・
算数4年・算数6年であった。繰り返し
基本的な計算などを行ったり，全校
で2年生のかけ算九九にとりくんだり
したことが結果につながっている。一
方，国語ができなかった原因として，
語彙の少なさや主述の関係に係る理
解不足等が考えられる。

授業や帯タイムにおいて，国語の文法や算
数の四則計算など基礎基本の問題や読み
取る経験を積ませるために読解問題にも取
り組む。1年生の20までの加減計算、2年生
のかけ算については、全校での取組として
いろいろな職員がかかわって定着を図って
いる。来年度の結果を基に改善方策を検討
したい。

児童アンケート「学び合いを通して，自分の意見を友
達に伝えることができましたか。」[表現力，主体性]

肯定的評価80%以上 91% 90% 113% A

引き続き，授業の中に「学び合い」を
位置づける授業を展開した。子ども
たちは、少しずつ自分に自信をもって
いるように感じる。また、相手に分か
りやすく伝える技能について、話す・
書く両面から指導を行った。共感的
な聞き方については、十分に指導す
ることができなかった。

引き続き，授業の中に「学び合い」を
位置づける授業を行っていく。相手を
意識した伝え方や書き方、会話の
キャッチボールができるよう聞き方の
指導も行い、表現力のさらなる向上を
目指す。

読書量（1年間の読書冊数）
1・2年生50冊，3年生40冊，4・5・6年生30冊

達成した児童の割合
80％以上

84% 83% 104% A

目標冊数を達成できた児童は、
低学年89%、中学年70%、高学
年91%であった。
読書量に学年差があり、まずは
内容が簡単な図書から手に取
り読書を楽しむ手立てが必要で
ある。

年度末に全校の場で表彰したり、各学級で
記録の配布・振り返りの場を設け、「来年度
は、何冊読みたいか」という目標をもたせた
りし、来年度への意欲を高める。
司書、委員会、子ども司書、読書ボランティ
アを連動させながら読書意欲が高まるよう
な取組の企画・実施を行う。
今年度の各学年の実態や各教科で必要で
あった図書を各担任から聞き取り、来年度
購入図書の選定に生かす。

体力の向上を図る。 体力テスト「反復横とび」の結果（6月・1月）
６月の数値を１月に上回る
児童　90％以上

- 83% 92% B

体育研修や体育開始時の運動の工
夫改善を図った。その結果、男子は
４学年、女子は全学年で記録が上昇
し、目標値に迫ることができた。測定
が１月で寒い時期だったため体が動
かず数値の伸びが見られなかったの
ではないかと考える。

体を動かすことが楽し
いと感じる児童を育成
する。

児童アンケート「週3日以上外遊びをしていますか」「な
わとびが楽しいですか」（4段階3以上）（4月・9月・1月）

肯定的評価　80％以上 74% 76% 95% B

学級遊びの設定、大休憩の全校によ
る持久走の練習、なわとびカードの
活用等により、前回の数値を上回っ
た。また、担任による肯定的な声掛
け等により、外で遊ぼうとする児童は
増えた。計算カード等の他の取組と
の調整や読書を希望する児童への
働きかけが不十分だったと考える。

地域・保護者が有する教
育力との連携を図り，地
域に開かれた教育課程
の実現を目指す。

地域の教材化と地域GT招聘の実施回数による評価 各学年年間２回以上

100%
（9月末
現在で

のべ８回
実施）

100%
(1月末
でのべ
21回実

施）

100% A

教職員の長時間勤務
を縮減し，健康で生き
生きとやりがいをもって
勤務できる環境づくり
を推進する。

市の「学校における働き方取組方針」の「勤務上限の
目安時間」の達成（時間外の勤務時間が，月４５時間
を超えない。）

100％達成 92% 92.0% 92% B
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働き方に対する
教職員の意識も
醸成されてきて
おり、在校時間
の縮減にもつな
がっている。学
校経営のすばら
しさの現れだと
思います。成績処理や教材研究の時間の確

保，業務のシェアリング推進，業務
改善の継続的実施

〇

マラソン大会や
縄跳びカードを
通して意欲的に
体を動かす運動
が楽しいと思え
ることや「やっ
た」「できた」とい
う達成感が自信
につながっていく
ことを期待してい
ます。

〇

体育授業の工夫及び改善
生涯にわたる
健康に対する
高い意識を育
て，体力の向
上を図る。

今後も職員研修を行い，体育の
授業の充実を図る。また，休憩
時間に学級遊びや学級で目標を
決めた取組を行うなど，楽しく体
を動かすことができるような場面
を意図的に設定していく。
今後も体育授業や休憩時間等，
様々な場面を活用し「体を動か
すことが楽しい」「運動が楽しい」
という気持ちを育み，健康の保
持増進と体力の向上につなげて
いく。

集団として必要な基本的
な生活習慣の定着と幼
保小中連携の充実を図
る。

「挨拶」「返事」「靴そろえ」の強
化月間の実施

キラキラカードの取り組みの継続に
より、友達に自分のいいところを見て
もらうことができた。しかし、友達のい
いところの内容が画一的で、似たよう
な内容が多くなってしまった。

84%

外遊びやなわとびの奨励

学習指導要領
改訂や新たな
教育課題等に
適切に対応で
きる学校体制
を構築し，教
育の質の向上
を図る。

地域の教材化，地域人材活用
の推進

各学年ともに広島空港との
連携や地域人材の招聘・コ
ミセン祭りへの参加など、
計画通り実施し、積極的に
推進できた。

教職員の時間外勤務時間
月45時間以内の達成状況
は１月末時点で92％だっ
た。

コミュニティ・スクール導入に向
けて地域の教材化や地域人材
の活用を進め，児童の郷土愛を
育むとともに，学校外の人に接
する機会をつくっていく。
水曜日の定時退校日の完全実
施や学期末の成績処理日の設
定等，制度面からの業務改善に
努めた。また，月の途中で職員
全体の勤務時間を確認し声かけ
等を行っていくなど日々の意識
向上にも力を入れたい。

豊
か
な
心
の
育
成

自分を愛し，
共感する力や
思いやりの
心，協力し合う
態度を育て
る。

A92% 90%
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教職員及び児童アンケートによる評価「４段階３評価
以上」（４月・９月・１月）

肯定的評価全項目平均
８０％以上

103%
自分を愛する心や思い
やりの心，態度を育て
る。

お互いを認め合う活動の充実
児童アンケートによる評価「自分にはよいところがあ
る」（４段階３評価以上）（４月・９月・１月）

肯定的評価全項目平均
８０％以上

81.0%

113%

来年度は、子供たちが自分のよ
さを発揮しやすいような環境を設
定する。例えば、児童会の取組
として、「○○名人」を行う。これ
は、学級で音読、漢字、計算など
達成が少し難しそうな個人目標
を設定し、それが達成できた児
童を全校集会や放送などで紹介
するものである。学級内で見つ
かったよさを全校に広げ、他学
年からも自分の良さを認めてもら
う機会を増やしていく。

m
コメント

知識・技能及び思考・判断・表
現において、どの教科も目標値
を超えた。語彙量を増やすため
に，読書活動を推奨や帯タイム
での取組が一定の成果をあげ
ていると考えられる。また、日常
生活でも意識的に正確な言葉
を使い，子どもたちと接している
ことも効果があったのではない
かと考える。

〇全児童の学力向
上に向け、帯タイム
での取組や個別支
援の必要な児童へ
の取組に全教職員
でかかわり、やり切
らせていることが成
果となって出てお
り、すばらしい。
今後とも基礎学力
の確実な定着を求
め、しっかりと鍛え
上げていただきた
い。
落ち着いて読書が
できるように図書館
の環境を整え読書
の習慣化につなが
り学びの姿勢がで
きると思います。
課題がある子への
取組を職員全体で
行っていることは、
チーム力であり教
育の質の向上につ
ながっていると感じ
ます。
中学校に向け、自
主的に自ら求めて
学習を行うこと、特
に高学年の児童に
は、家庭での学習
習慣の定着や効果
的な学習方法の習
得に向けた指導を
お願いしたい。

効果があったと考えられる取組につ
いては、今後も継続していく。
目標値は達成しているが、算数科の
思考・判断・表現の数値が低いため、
算数科の指導についてより一層改善
を進めていく必要がある。系統的に指
導できるよう職員研修等を行う。

児童会を中心に子
供たちの主体性を
育てつつ、地道な
取組をやり切らせ
ていることが、児童
の個々の成長や集
団づくりにつながっ
ており、すばらし
い。

〇

確
か
な
学
力

基礎学力の定
着を図り，主
体的に学ぶ力
を育成する。

基礎学力の定着を図
る。

「話す活動」「書く活動」の充実
基礎・基本の反復練習の徹底

国語科・算数科・理科の単元末テストの結果（各学期）

「学び続ける」ためのコ
ンピテンシー（知識・情
報，思考力，表現力，
主体性）を育成する。

読書の習慣化を目指した取組
の充実

児童会が月ごとに児童会目標を立て
て、挨拶、返事、靴そろえの呼びか
けに取り組んだ。各クラスでの振り返
りや声掛け等もあり、児童が主体的
に取り組むことができたのではない
かと考える。

A

ｋ
結果と課題の分析

83% 100% 100% A

各学期　各教科
知識・技能平均85点以上
思考・判断・表現70点以
上

「学び合い」による学級学習集
団づくり
コンピテンシーの育成を目指し
た「問いの発生」「追究意欲」を
引き出す授業づくり(課題発見・
解決学習）
思考を深め，伝え合うツールと
してのICTの効果的活用

ｇ
目標値

ｉ
達成度

自己評価

〇
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l   評 価

学校関係者評価評価計画

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標
ｊ

評
価

令和5年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　） 学校名 　三原市立本郷西小学校 校番（　１８　）

ａ　学校教育目標
自らの夢に向かって考え，行動できる子供の育成
－自ら伸びる　ともに伸びる－

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　自分で考え，みんなと考え，行動できる児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　児童，教職員，保護者が「自ら伸びる　ともに伸びる」という教育風土を持った学校
・基礎・基本が定着し，児童が主体的・対話的に深く学ぶ姿がある学校
・児童が夢や志をもち，安心して生活できる学校

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほ
ぼ達成）＜１００

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。
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